
 

【別紙】 

【東北大学サイバーサイエンスセンター  2020 年 10 月 稼働予定】 

東北大学サイバーサイエンスセンターは、全国共同利用の研究設備として高性能

計算システム(いわゆるス ーパーコンピュ ータ、スパコン )を整備・ 運用し、先端学

術情報基盤を活用した 新しい科学(サイバ ーサイエンス)の創造に関 する教育・研究

を推進しています。東北大学サイバーサイエンスセンターでは、従来からベクトル

スーパーコンピュータである「SX シリーズ」を採用し、その高いメモリ性能を活か

して広い分野の科学技術計算において数多くの成果をあげてきました。国内有数の

中核拠点として、例えば航空機や発電タービンなどのものづくり分野で求められる

大規模数値流体シミュレーションに加え、津波浸水や河川氾濫の被害予測などの防

災減災に役立つシミュレーションや、熱中症リスク評価などの日常生活に役立つシ

ミュレーションなど、多岐にわたる研究開発の分野で顕著な貢献を続けています。

10 月稼働予定の新スパコンは、合計 576 基の VE を搭載する「SX-Aurora TSUBASA」

システムを中核としており、総理論演算性能は約 1.77PFLOPS に達します。 

東北大学サイバーサイエンスセンター・スーパーコンピューティング研究部教授・

副 セ ン タ ー 長 の 滝 沢 寛 之 教 授 か ら は 「 東 北 大 学 サ イ バ ー サ イ エ ン ス セ ン タ ー は

1986 年に SX-1 を導入して以来、ベクトルスーパーコンピュータを採用してきまし

た。歴代システムの利用率は常に高く、数多くの利用者がベクトルスパコンを活用

することで学術的、産業的に重要な研究成果を多く産み出してきました。本センタ

ーは実際の科学技術計算における実効演算性能を最優先に考え、スパコンの潜在性

能を最大限に引き出すための利用者支援体制を重要視してきました。スパコンその

ものだけではなく、それを運用・支援する人的な組織体制も含めたトータルシステ

ムとして、情報基盤センターの在り方を考えています。そのトータルシステムにと

って、性能を出すためにやるべきことが明確で、しかも多くの科学技術計算におい

て最重要な高いメモリ性能を持つベクトルスパコンは、必要不可欠な構成要素の一

つです。このたび「SX-Aurora TSUBASA」は第 2 世代となり、科学技術計算のた

めの道具としての成熟度がハードウェアとソフトウェアの両面において格段に向上

しました。その新しい「SX-Aurora TSUBASA」を中核とする新スパコンと、それを

支える利用相談およびプログラム高速化支援体制、さらには NEC 技術者との密接な

連携による技術サポート体制に基づいて、本センターは今後も科学技術の進展に力

強く貢献していきます。また、本センター自身もエクサスケール時代の最先端技術

を開拓する使命を持つ研究機関として、新スパコンの運用およびさらなる高速化に

向けた技術課題の明確化を行い、我が国の科学技術および産業を支える高性能計算

技術の発展に貢献していきます。」とのコメントを頂いています。  


